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国
土
交
通
省
水
管
理
・
国
土
保
全
局

砂
防
部
保
全
課
は
７
月
10
日
、
そ
の
前

日
夕
刻
に
「
長
野
県
南な
ぎ
そ
ま
ち

木
曽
町
で
発
生

し
た
土
砂
災
害
に
対
す
る
専
門
家
派
遣

に
つ
い
て
」
を
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
。
同

午
後
、
町
役
場
で
報
道
各
社
の
取
材
に

応
じ
、
土
石
流
が
起
き
た
梨な
し
ざ
わ

子
沢
の
上

流
3
カ
所
の
砂
防
ダ
ム
が
土
砂
で
埋
ま

っ
て
い
る
事
を
明
ら
か
に
し
た
」「
室

長
ら
に
よ
る
と
、
梨
子
沢
の
上
流
に
は

２
つ
の
支
流
が
あ
る
。
砂
防
ダ
ム
は
支

流
に
そ
れ
ぞ
れ
1
カ
所
と
2
カ
所
あ
る

が
、
い
ず
れ
も
土
砂
等
で
満
杯
だ
っ
た
。

土
石
流
は
各
砂
防
ダ
ム
を
乗
り
越
え
て

合
流
し
、
梨
子
沢
を
下
っ
た
と
み
ら
れ

る
」
と
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

が
、
件
の
「
官
製
発
表
」
に
は
、
敢

え
て
〝
曖
昧
〞
に
し
て
い
る
部
分
が
あ

り
ま
す
。
3
つ
の
砂
防
ダ
ム
は
、
今
回

の
「
ゲ
リ
ラ
豪
雨
」
発
生
以
前
に
既
に

土
砂
で
満
杯
だ
っ
た
蓋
然
性
が
極
め
て

高
い
厳
然
た
る
事
実
を
、
で
す
。

「
山
地
・
渓
流
か
ら
下
流
の
河
川
へ
の

土
砂
・
岩
石
の
急
激
な
流
下
を
防
止
す

る
為
に
設
け
る
」
と
『
大
辞
林
』
が
記

す
、
砂
防
堰
堤
と
も
呼
ば
れ
る
砂
防
ダ

ム
。
不
可
解
な
事
に
は
、
竣
工
後
に
溜

ま
っ
た
土
砂
の
浚し
ゅ
ん
せ
つ渫
・
除
去
は
全
国

津
々
浦
々
、
未
だ
嘗
て
実
施
さ
れ
た
事

例
が
存
在
し
ま
せ
ん
。「
放
置
」
し
続

け
、
土
砂
が
満
杯
と
な
る
や
上
下
流
に

新
た
な
砂
防
ダ
ム
を
新
設
す
る
。
そ
れ

が
日
本
の
「
砂
防
工
学
」
な
の
で
す
。

　

知
事
就
任
当
初
、
旧
建
設
省
か
ら
出

向
の
土
木
部
長
と
砂
防
課
長
が
ガ
ラ
ス

張
り
知
事
室
で
述
べ
た
「
更
に
県
下
に

７
千
カ
所
、
砂
防
ダ
ム
を
建
設
せ
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
」
の
科
白
を
想
起
し
ま
す
。

が
、
僕
の
就
任
以
前
か
ら
建
設
箇
所
は

１
年
間
に
１
０
０
カ
所
以
下
。
他
方
で

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
耐
用
年
数
は
60
年
と

も
。
計
画
完
遂
時
に
は
既
存
の
砂
防
ダ

ム
を
造
り
替
え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
本
当
に
全
て
必
要
な
箇
所
で
す
か
。

そ
れ
と
も
〝
永
遠
の
公
共
事
業
〞
確
保

で
す
か
。
既
存
施
設
の
堆
砂
の
浚
渫
こ

そ
先
決
で
は
」。
尋
ね
る
と
二
人
は
口

籠
も
り
、
顔
を
見
合
わ
せ
ま
し
た
。

　

２
０
０
１
年
２
月
20
日
に
発
し
た

「『
脱
ダ
ム
』
宣
言
」
は
、
ダ
ム
を
造

る
・
造
ら
な
い
の
不
毛
な
○
×
式
の
二

項
対
立
を
超
え
、
成
長
か
ら
成
熟
の
21

世
紀
に
相
応
し
い
「
造
る
か
ら
直
す
・

守
る
・
創
る
」
公
共
事
業
の
在
り
方
を

問
う
宣
言
で
し
た
。
が
、
そ
の
意
識
改

革
は
遅
々
と
し
て
進
み
ま
せ
ん
。

　

堆
砂
の
浚
渫
・
護
岸
の
補
修
・
森
林

の
整
備
。
こ
れ
ら
を
常
日
頃
か
ら
怠
ら

ぬ
こ
と
こ
そ
、
地
元
雇
用
を
生
み
出
す

地
域
密
着
型
公
共
事
業
の
治
水
・
治
山

の
原
点
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
。
因
み
に

浚
渫
は
、
重
機
を
用
い
て
１
㎡
辺
り
１

万
円
強
で
実
施
可
能
で
す
。

　

農
林
水
産
省
の
外
局
・
林
野
庁
に
於

い
て
も
、
間
伐
や
植
林
等
の
森
林
整
備

費
が
年
間
予
算
に
占
め
る
割
合
は
驚
く

勿
れ
１
割
未
満
。
そ
の
大
半
は
大
規
模

林
道
の
建
設
費
用
や
、
谷た
に
ど
め
こ
う

止
工
と
呼
ば

れ
る
砂
防
ダ
ム
よ
り
も
小
規
模
工
作
物

の
設
置
費
用
。
何い
ず
こ処
も
「
創
る
」
と
は

対
極
の
ハ
コ
モ
ノ
行
政
で
す
。

　

北
海
道
日
高
地
方
を
流
れ
る
沙さ
る
が
わ

流
川

は
、
流
砂
で
河
口
部
が
塞
が
り
易
い
事

を
意
味
す
る
ア
イ
ヌ
語
の
サ
ラ
＝
葦よ
し

原は
ら

に
由
来
。
チ
プ
サ
ン
ケ
と
呼
ば
れ
る

サ
ケ
捕
獲
の
舟
下
ろ
し
儀
式
を
ア
イ
ヌ

民
族
が
行
っ
て
い
た
中
流
域
に
建
設
さ

れ
た
二に
ぶ
た
に

風
谷
ダ
ム
は
、
想
像
を
絶
す
る

堆
砂
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

竣
工
後
１
０
０
年
間
で
５
５
０
㎥
と

想
定
し
て
い
た
堆
砂
量
は
、
２
０
０
７

年
に
１
２
６
８
㎥
を
〝
達
成
〞。
即
ち

２
３
０
年
分
の
土
砂
が
僅
か
10
年
間
で

沈
殿
。
同
等
の
速
度
で
進
行
す
る
と
、

総
貯
水
容
量
３
１
５
０
㎥
の
ダ
ム
湖
は

後
十
数
年
で
堤
頂
ま
で
堆
砂
で
覆
い
尽

く
さ
れ
、
激
流
・
濁
流
・
奔
流
が
下
流

域
の
居
住
地
を
襲
う
事
態
に
陥
り
ま
す
。

　

が
、
今
後
は
沙
流
川
も
安
定
期
に
入

り
堆
砂
量
は
減
少
す
る
か
ら
現
時
点
で

の
浚
渫
は
不
要
と
国
交
省
は
回
答
。
科

学
を
用
い
て
・
技
術
を
超
え
て
こ
そ
人

間
の
叡
智
。
な
の
に
、
科
学
を
信
じ

て
・
技
術
を
疑
わ
ぬ
「
科
学
的
知
見
」

と
や
ら
が
跳
梁
跋
扈
し
て
い
ま
す
。

省
「
国
土
技
術
政
策
総
合
研
究
所
及
び

独
立
行
政
法
人
土
木
研
究
所
の
土
砂
災

害
に
関
す
る
専
門
家
に
よ
る
現
地
調
査

を
行
い
ま
す
」
と
記
し
ま
し
た
。

　

而し
か

し
て
「
砂
防
研
究
室
長
ら
が
10
日 「砂防ダム」

★
次
号
９
月
号
の
発
行
日
は
８
月
29
日
（
第
５
金
曜
日
）
で
す
。


